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創立30周年記念 祝辞創立30周年記念 祝辞

　公益社団法人練馬西法人会が創立３０周年を迎えるにあたり、日頃よりご指導ご鞭撻
頂いております練馬西税務署はじめ関係諸団体の皆様方、そして会の運営に多大なるご
協力を頂いております会員の皆様方に心から感謝申し上げます。
　さて、令和２年の当会賀詞交歓会において私は、『本年、練馬西法人会は創立３０周年
を迎えます。今年度数々の記念事業を展開し、会員の皆さんと共に「夢のある」「記憶に残
る」「次世代に繋がる」３０周年の年度としたい』と申し上げました。

　しかし、その直後、誰もが予想しなかった新型コロナウィルス感染症の拡大により、やむなく周年行事を１年間
先送りする事となり、現在でもコロナ禍は私たちの生活を始め社会全体に深刻な影響を与えています。会員の
皆さんには、可能な限りの事業活動を展開し３０周年を盛り上げて頂きましたが、残念なことに令和４年１月に予
定していた３０周年記念式典・祝賀会は感染状況を鑑み、式典のみ挙行する事となりました。楽しみにされてい
た会員の皆様には大変申し訳なく思っています。
　今、私たちの社会は、コロナ禍を契機に物心両面で大きな変革期を迎え景気も厳しい状況が続いています。
　このような逆境の中でこそ会員が一致団結し、時代に即した事業活動を模索する必要があると考えます。 
さらに３０周年の節目を迎えた今、法人会の存在意義を改めて問い直し、私たちの進むべき道を明確にする事
が練馬西法人会の未来の飛躍に繋がると確信しています。今後とも皆様方のご理解ご協力をよろしくお願いい
たします。
　結びにあたり、皆様方の益々のご健勝とご繁栄を祈念し挨拶とさせて頂きます。

　この度、公益社団法人練馬西法人会が創立30周年を迎えられましたことに対しまして、
心からお慶び申し上げます。　
　練馬西法人会におかれましては、平成２年の練馬法人会からの分離独立以後、「よき経
営者を目指すものの団体」として、「税のオピニオンリーダー」としての貢献はもとより、会員
企業の経営をサポートする各種の研修会等の開催や様 な々社会貢献活動の実施など、地

域に密着した活動を展開され、これまで大いなる成果・実績を築き上げてこられました。
　これもひとえに髙橋会長をはじめとする歴代会長・役員の方々のたゆまぬご尽力と、会員の皆様方のご理解・
ご協力の賜物であり、ここに深く敬意を表する次第であります。
　今回の30周年を契機に、10年先、20年先の未来に向けて目を転じますと、野村総研の未来予測では、人口減
少と高齢就業者の増加等の影響に伴う「副業・マルチジョブ実施比率の上昇」や、５Ｇ導入による建設・物流機
器の遠隔操縦、無人店舗の監視・サポートなどの「現業分野でのテレワーク導入」のほか、「次世代（再生）医
療の導入・商用化」などが飛躍的に進んでいくとされています。
　こうした中、法人会に寄せられる期待や担われる責務は非常に大きいものがあると推察いたします。皆様とは
これまで以上に相互理解と信頼関係に裏付けされた、良い意味での緊張感のあるパートナー関係であることを
切に願っております。引き続き、ご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びにあたりまして、練馬西法人会の益々のご発展と、役員及び会員の皆様方のご健勝並びにご事業のご繁
栄を心から祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。

公益社団法人練馬西法人会創立 30 周年、真におめでとうございます。
貴法人会は、平成３年に創立されて以来、永きにわたり、練馬の地域経済の発

展に多大な貢献をしてこられました。また、税のオピニオンリーダーとして、会員向
けの税務研修会や小学校対象の租税教室の開催など、税の適正申告や納税者の
意識啓発にご尽力を頂いています。こうした皆様の精力的な活動に対し、心から
敬意を表し感謝を申し上げます。

貴法人会の益々のご発展と、会員の皆様の事業繁栄と今後一層のご活躍を祈
念申し上げ、祝辞とさせていただきます。

公益社団法人練馬西法人会創立 30 周年、誠におめでとうございます。心から
お慶び申し上げます。貴会は長年にわたり、税知識の普及や納税意識の高揚のた
めの事業を積極的に展開してこられました。租税教育の推進やイベント会場など
での税務広報活動、eLTAX 利用促進のための普及啓発活動など、献身的な取組
に対して深く敬意を表し、感謝申し上げます。

引き続き、税務行政のよき理解者として、都の税務行政にお力添えくださいます
よう、御願い申し上げます。

結びに、練馬西法人会のますますのご発展と、会員企業の皆様の事業のご繁
栄を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。

公益社団法人 練馬西法人会の創立 30 周年を心よりお祝い申し上げます。
貴会は、創立以来、納税意識の向上に資するための諸活動をはじめ、社会貢献

活動などを幅広く展開してこられました。昨今のコロナ禍にあっては、各種活動を
見合わせざるを得ない中、エリア内主要駅周辺の清掃活動や献血大会などの事
業を、感染症対策を講じたうえ継続して実施されるとともに、記念事業として税金
に関する川柳の募集に取り組まれました。貴会のご尽力に対し、深く敬意を表しま
す。

創立 30 周年を迎えた練馬西法人会のますますのご発展と、関係各位のご健
勝、ご繁栄を祈念いたしまして、お祝いのことばとさせていただきます。

練馬西法人会 創立練馬西法人会 創立3030周年記念特別号によせて周年記念特別号によせて

公益社団法人 練馬西法人会 会長 髙橋 利充 

練馬西税務署　署長 市川 康樹

練馬区長

前川 燿男 

東京都練馬都税事務所

所長 
小河原 靜子

一般社団法人
東京法人会連合会 会長

小林 栄三 

創立 30周年を迎えて

祝　辞

祝　辞

祝　辞

祝　辞
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30周年のあゆみ（20周年〜30周年）30周年のあゆみ（20周年〜30周年）

公益社団法人 練馬西法人会 年誌 主なあゆみ（2011年〜2021年）   公益社団法人 練馬西法人会 年誌 主なあゆみ（2011年〜2021年）

2011年（平成23年）の主な出来事2017年（平成29年）の主な出来事

2013年（平成25年）の主な出来事2019年（令和元年）の主な出来事

2015年（平成27年）の主な出来事2021年（令和3年）の主な出来事

2012年（平成24年）の主な出来事2018年（平成30年）の主な出来事

2014年（平成26年）の主な出来事2020年（令和2年）の主な出来事

2016年（平成28年）の主な出来事
10年間の国内主なニュース

●創立 20 周年記念式典 平成23年1月26日（水）
●東日本大震災 復興支援
●税務合同研修会 平成 23 年 11 月 14 日（月）
　須田慎一郎、佐美三副署長

●租税教育推進功労練馬西税務署長感謝状
●小学生対象！「税金○×クイズと映画鑑賞」 平成29年8月6日（日）
●健康セミナー「元気に仕事を続けるために」開始
●新署長と座談会開始、冊子プレゼント
●納税貯蓄組合「税の作文」協賛 10 年目
●切手取集ジョイセフに寄贈10年 ●青年部会献血大会20年

●税務合同研修会 平成 25 年 11 月 7 日（木）
　与良正男、山下副署長
●復興特別所得税（所得税に 2.1% 上乗せ）
●年末調整説明会 356 名の参加
●第 1・5・6 支部合同税務研修会 平成25年10月18日（木）

●税務合同研修会 令和元年 10 月 29 日（火）荒木香織、川野第一統括官
●役員合同研修会 山元税務署長 令和元年 10 月 8 日（火）
●健康セミナー「骨密度」 令和元年 9月19日（木）
●消費税 10％と軽減税率制度 令和元年 10月1日（火）から施行
●租税教育活動 西税務署管内 25 校実施

●第 4 回通常総会 平成 27 年 6 月 12 日（金）
●第 8 代髙橋利充会長就任
●情報誌「いずみ」100 号記念誌
●青年部会税務研修会「区長との座談会」 平成27年9月3日（木）
●税に関する絵はがきコンクール 東法連「優秀賞」

●第10回通常総会 令和3年6月7日（金） 髙橋利充会長4期目就任
●女性部会・青年部会 創立30周年記念式典開催
●創立 30 周年記念チャリティゴルフ大会
●消費税インボイス制度登録開始

●公益社団法人に移行後の第1回通常総会 平成24年5月28日（月）
●第 1 回税に関する絵はがきコンクール開始
●関税会「税の標語」に協賛 ●第10回芋掘り大会 平成24年10月27日（土）
● e-Tax 利用促進功労 練馬西税務署感謝状
●法務大臣感謝状「社会を明るくする運動」支援

●情報誌「いずみ」表紙刷新、税の漫画講座
●税務合同研修会 平成30年10月26日（金）
　こころ亭久茶、柄川副署長
●駅前清掃活動 10 年　
●税に関する絵はがきコンクール表彰式実施 平成31年1月30日（水）

●税務合同研修会 平成 26 年 11 月 6 日（木）
　三遊亭小遊三、谷口副署長
●確定申告時の鉢植え寄贈 10 年
●産業プラザ開館記念「親子で学ぶ身近な税」練馬東法人会と共催
●第 1 回練馬こぶしハーフマラソン 出展

● 30 周年記念式典・祝賀会延期
●第９回通常総会コロナ禍で実施
●東京都練馬都税事務所所長感謝状
●コロナ禍で、30 回目の「簿記講座」実施
● 2 支部石神井から医療事業者にエール

●税制改正要望の勉強会を開始
●賀詞交歓会「イータ君」参加
●照姫まつり参加 10 年 （熊本地震義援金）
●マイナンバー制度の導入
●駅前清掃「イータ君」参加

●2011年 東日本大震災で甚大被害
●2012年 消費税増税法が成立
●2013年 アベノミクス始動、円安・株高
●2014年 消費税率10％への引き上げ延期
●2015年 日本人科学者2人がノーベル賞
●2016年 熊本地震、死者150人超
●2017年 陸上男子100M桐生祥秀が日本人史上初
　　　　  9秒98を記録

●2018年 平昌冬季五輪で日本は最多メダル獲得
●2019年 令和天皇即位、消費税10％施行
 ラグビーW杯日本大会開幕 日本8強

歴代会長・副会長へ感謝状の贈呈歴代会長・副会長へ感謝状の贈呈

毎日新聞論説委員与良正男氏毎日新聞論説委員与良正男氏第 9 回通常総会第 9 回通常総会税務合同研修会 荒木香織氏の講演税務合同研修会 荒木香織氏の講演

第 10 回通常総会第 10 回通常総会

110 号より表紙を刷新110 号より表紙を刷新

髙橋利充会長の挨拶髙橋利充会長の挨拶

三遊亭小遊三師匠の講演三遊亭小遊三師匠の講演

勉強会の様子勉強会の様子

租税教育推進功労練馬西税務署長感謝状を授受租税教育推進功労練馬西税務署長感謝状を授受
第１回通常総会　阿部会長の挨拶第１回通常総会　阿部会長の挨拶

経済ジャーナリストの須田慎一郎氏経済ジャーナリストの須田慎一郎氏

年末調整説明会の様子年末調整説明会の様子石神井の街から医療事業者にエールを石神井の街から医療事業者にエールを健康セミナー 骨密度測定健康セミナー 骨密度測定

青年部会創立 30 周年記念式典 田中青年部会長式辞青年部会創立 30 周年記念式典 田中青年部会長式辞

駅前清掃に参加した皆さん（石神井公園駅）駅前清掃に参加した皆さん（石神井公園駅）

区長との座談会区長との座談会

産業プラザ開館記念産業プラザ開館記念

照姫まつりにて熊本地震の義援金を募る照姫まつりにて熊本地震の義援金を募る

新署長と座談会新署長と座談会 法務大臣感謝状を授受法務大臣感謝状を授受

練馬新聞（平成23年12月3日発行）練馬新聞（平成23年12月3日発行）

練馬西税務署山下副署長の講演練馬西税務署山下副署長の講演簿記講座の様子簿記講座の様子役員合同研修会 山元逸郎署長役員合同研修会 山元逸郎署長

女性部会創立 30 周年記念式典女性部会創立 30 周年記念式典

こころ亭久茶の高座の様子こころ亭久茶の高座の様子

100号記念誌の表紙100号記念誌の表紙

鉢植え寄贈鉢植え寄贈

賀詞交歓会正・副会長とイータ君賀詞交歓会正・副会長とイータ君

税金○×クイズの様子税金○×クイズの様子
第１回税に関する絵はがきコンクール 練馬西法人会会長賞第１回税に関する絵はがきコンクール 練馬西法人会会長賞

講演中の佐美三 誠 副署長講演中の佐美三 誠 副署長

第 1・5・6 支部税務合同研修会第 1・5・6 支部税務合同研修会租税教育活動の様子租税教育活動の様子

30 周年記念チャリティゴルフ大会30 周年記念チャリティゴルフ大会

表彰式に出席した皆さん表彰式に出席した皆さん

東法連「優秀賞」に選ばれた宮﨑さんと関係者の皆様東法連「優秀賞」に選ばれた宮﨑さんと関係者の皆様

練馬こぶしハーフマラソンに出展練馬こぶしハーフマラソンに出展

駅前清掃に「イーター」君参加駅前清掃に「イーター」君参加

青年部会献血大会に参加した皆さん青年部会献血大会に参加した皆さん 芋掘り大会の様子芋掘り大会の様子



津軽三味線と箏の演奏

式典にご列席の皆様

歴代女性部会長に感謝状と記念品の贈呈

練馬西法人会 髙橋会長

第 10 代 吉田久美子

練馬西法人会 会長小松実行委員長 練馬西税務署 市川署長

第 11代 金山仁子

前川練馬区長青年部会担当 大森副会長

酒井東法連青連協会長

本橋女性部会長

第 9 代 小室由紀子かしわざき練馬区議会議長 東京都赤十字血液センター
からの感謝状授受

練馬西税務署市川署長田中青年部会長 式典会場風景

青年部会員 集合写真

式典会場風景

歴代青年部会長 表彰 せんば太鼓の演奏
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女性部会30周年記念式典青年部会30周年記念式典

●日　時／ 2021 年 10 月13 日（水）  
●会　場／ホテルカデンツァ東京 

●日　時／ 2021 年 10 月 28 日（木）  
●会　場／ホテルカデンツァ東京 

　2021 年 10 月 13 日（水）ホテルカデンツァ東京にて「公益社団法人 練馬西法人会 
女性部会 創立 30 周年記念式典」を開催し、練馬西税務署長を始め多数のご来賓の
方々に出席いただきました。練馬西法人会髙橋利充会長より第 9 代、10 代、11 代
の歴代女性部会長に感謝状と、記念品が贈呈されました。
　アトラクションでは日本一の腕前のお二人、津軽三味線奏者の北村みりさんと箏
奏者の大川義秋さんの演奏で大変盛り上がりました。
　40 周年に迎えての良いスタートになりました。

　2021 年 10 月 28 日（木）ホテルカデンツァ東京に於いて「公益社団法人 練馬西法人会 青年部会 創
立 30 周年記念式典」を開催致しました。前川練馬区長、市川練馬西税務署長を始め、多くのご来賓の皆
様にご出席を頂きました。また、東京 2020 パラリンピック開会式・閉会式で旗手を務められた岩渕幸
洋選手にもご出席いただき、青年部会の 10 年間を振り返るスライドショーや石神井太鼓保存会「せん
ば太鼓」の迫力満点の演奏で式典は大変盛り上がりました。
　毎年、練馬西税務署駐車場をお借りし開かれる「献血大会」の実績が認められ、東京都赤十字血液セ
ンター武蔵野出張所の市東所長から田中青年部会長に感謝状が授与されました。
　コロナ禍の中無事に式典を開会でき 40 周年に迎えての良いスタートになりました。
　ご出席頂いた皆様、誠にありがとうございました。

女性部会 創立女性部会 創立3030周年記念式典周年記念式典青年部会 創立青年部会 創立3030周年記念式典周年記念式典
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組織紹介 組織紹介

第第22支部支部税制税務委員会税制税務委員会

第第44支部支部広報委員会広報委員会

第第66支部支部青年部会青年部会

総務委員会総務委員会源泉部会源泉部会

第第11支部支部組織委員会組織委員会

第第33支部支部公益事業委員会公益事業委員会

第第55支部支部厚生共益事業委員会厚生共益事業委員会

第第77支部支部女性部会女性部会

青年部の皆さん青年部の皆さん

4 支部の皆さん4 支部の皆さん

1 支部の皆さん1 支部の皆さん

3 支部役員会の様子3 支部役員会の様子

2 支部で行われた2 支部で行われた
認知症セミナー認知症セミナー

ファミリーファミリー
マラソンにて▶︎マラソンにて▶︎

通常総会の様子▶︎通常総会の様子▶︎

バス研修会に参バス研修会に参
加した皆さん▶︎加した皆さん▶︎

バス研修会に参バス研修会に参
加した皆さん加した皆さん

全日本力士全日本力士
選手権大会選手権大会
を観覧　▶︎を観覧　▶︎

バス研修会にバス研修会に
参加した皆さん▶︎参加した皆さん▶︎

◀︎ JAZZ の夕べを開催◀︎ JAZZ の夕べを開催

厚生共益事業委員会の皆さん厚生共益事業委員会の皆さん 研修会の様子研修会の様子

研修会にて研修会にて

研修会の様子研修会の様子▶︎▶︎

広報委員会の皆さん広報委員会の皆さん

源泉部会の皆さん源泉部会の皆さん

30 周年記念チャリティゴルフ大会30 周年記念チャリティゴルフ大会 バス研修会に参加した皆さんバス研修会に参加した皆さん

税制税務委員会の皆さん税制税務委員会の皆さん
組織委員会の皆さん組織委員会の皆さん

◀︎女性部会創立◀︎女性部会創立
30 周年記念式30 周年記念式
典ご列席の皆典ご列席の皆
さんさん

絵はがきコンクールの表彰式に出席した皆さん

練馬西法人会ホームページ練馬西法人会ホームページ

情報誌いずみ情報誌いずみ
駅前清掃活動駅前清掃活動

総務委員会の皆さんと総務委員会の皆さんと
髙橋会長髙橋会長

献血大会に参加した皆さん献血大会に参加した皆さん▶︎▶︎

野外研修会に参加した皆さん野外研修会に参加した皆さん
高麗神社前にて

支部・委員会・部会紹介支部・委員会・部会紹介 支部・委員会・部会紹介支部・委員会・部会紹介

　×クイズの様子



法人名等 代 表 者 名 所在地 業種

第
一
支
部

賛 小川けいこ事務所 小川けいこ 練馬区東大泉1-20-35-101 前区議

賛 山形兄弟酒場 げんべい 庄 司 雄 真 練馬区東大泉3-16-8 飲食業

賛 大川税理士事務所 大 川 一 司 練馬区東大泉3-30-9-203 税理士

賛 行政書士 大出 克己事務所 大 出 克 己 練馬区東大泉7-41-2 行政書士

賛 レトロ酒場 十四代 川 田 明 美 練馬区西大泉3-11-8 飲食業

第
二
支
部

賛 北島弘太郎 練馬区石神井町2-13-17 会計事務所

㈱パワーボイス 関　　篤   練馬区石神井町6-32-25-202 イベント業

若山塗装 若 山 隆 昭 練馬区石神井台6-13-12 塗装業

賛 ㈱ＳＹＳＴＥＭ ＳＥＲＶＥＲ 清 水 良 治 練馬区羽沢2-26-17 情報サービス

賛 医療法人社団  和春会 草 川 洋 練馬区豊玉北5-25-23 歯科

賛 ㈱Ｔａｋｅ７２ 竹 村 忠 幸 新宿区西新宿8-11-10 ゴルフスクール
経営

賛 濵田総合法律事務所 濵 田 憲 孝 千代田区四番町4-9 法律事務所

賛 松 田 俊 介 文京区関口1-8-6-704 歯科

第
三
支
部

㈱プログラス 大 塚 修 練馬区上石神井1-14-8 P＆Gﾋﾞﾙ 内装仕上業

あおぞら生活サポート㈱ 具 頭 幸 憲 練馬区上石神井2-8-20 運送業

賛 佐 藤 富 夫 練馬区上石神井2-9-13-101

賛 浅 見 能 正 練馬区上石神井3-11-1

( 一社 ) ワイズ住環境研究所 勝田由美子 練馬区石神井台5-7-12 介護リフォーム

㈱佐々木塗装 佐々木博臣 練馬区石神井台6-19-5-A 建築塗装業

賛 桝 谷 隆 夫 練馬区石神井台7-19-2-301

賛 よりみち 加 藤 美 香 練馬区東大泉5-19-16 飲食業

賛 井 口 和 幸 練馬区関町東1-1-23 飲食業

賛 株式会社 日典 内 田 一 成 三鷹市野崎2-5-5 葬祭業

法人名等 代 表 者 名 所在地 業種

第
三
支
部

Ｗｏｈｌ株式会社 鈴 木 康 之 西東京市東町2-16-25-402 小売業

賛 ㈱ジェイ・フューチャー 富 士 智 武蔵野市吉祥寺南町1-30-1 小売業

第
四
支
部

㈱岩岸組 岩 岸 岳 志 練馬区関町南1-7-12-204 建設業

賛 木村正太郎 練馬区関町北2-26-11-105 精肉業

イースリー・テクノロジー㈱ 野 間 泉 練馬区関町北2-28-3 製造業

賛 スワガット KHADKA 
GOBINDA BAHAD 練馬区関町北2-29-8 飲食業

カインドケア練馬関町 西 村 大 樹 練馬区関町北4-1-6 介護事業

賛 中里タイヤ販売㈱ 中 里 行 雄 練馬区関町北4-32-41 自動車・部品
（タイヤ）

賛 築 根 吉 秀 練馬区関町東1-22-11 医療機関

賛 福泉禅寺 宮 澤 誠 人 練馬区中村南2-19-9 宗教法人

㈱飛田管工 飛 田 将 彦 武蔵野市吉祥寺北町5-5-9-202 菅工事業

賛 一般社団法人 ＩＯＮ 天宮真依子 練馬区立野町9-8 障害福祉
サービス業

第
五
支
部

株式会社 Ｒ -shift 印 南 智 代 練馬区西大泉4-5-32 製造卸売

第
六
支
部

社福 ) 北山会
特別養護老人ホームさくらヶ丘 小河耕一郎 練馬区大泉学園町5-30-36 介護事業

株式会社 ＬＡＢ 阿 野 雅 樹 練馬区大泉学園町6-11-35 コンサル業

㈱西守電設 西 守 義 男 練馬区大泉学園町8-7-7 電気工事業

賛 杉 田 春 樹 練馬区関町東1-26-7-401 揚重工

第
七
支
部

㈱Ｋ＆Ｔライフケアサービス 山 口 公 一 練馬区大泉町2-54-8 福祉サービス

区
域
外

賛 加 藤 祐 大 練馬区谷原5-20-18-102

美創 株式会社 小 野 陽 子 練馬区東大泉2-9-18-101 映像制作

㈱ 弌 成 村 瀬 徹 也 練馬区石神井町3-25-4-203 建設業

賛 ㈱かんぽ生命保険
東京新都心法人支店 柴田  靖大 新宿区西新宿1-26-2 生命保険

2021年新入会員紹介

優勝の矢花さん

始球式 小松実行委員長

始球式 髙橋会長

準優勝の和﨑さん

女子ベスグロの川田さん 男子ベスグロの日髙さん皆様の協賛により多数の景品が提供されました皆様の協賛により多数の景品が提供されました

3 位賞の榎本さん

※賛は賛助会員です。
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創立30周年記念チャリティゴルフ新入会員紹介、税理士会ニュース

税
理
士
会
ニ
ュ
ー
ス

　

今
回
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
改

正
電
子
帳
簿
等
保
存
制
度
の
主
な
点
に
つ
い
て
ご
説

明
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

　

電
子
帳
簿
等
保
存
制
度
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
次
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一 

帳
簿
・
決
算
関
係
書
類
の
電
子
帳
簿
等
保
存

二 

取
引
先
等
か
ら
受
領
す
る
書
面
の
ス
キ
ャ
ナ
保
存

三 

電
子
取
引
に
お
け
る
電
子
デ
ー
タ
の
デ
ー
タ
保
存

　

ま
ず
、
一
と
二
に
つ
い
て
従
前
は
税
務
署
長
へ
の
事

前
申
請
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正

に
よ
り
事
前
申
請
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
二
に
つ
い
て
①
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
要
件
が
従

前
の
付
与
期
間
三
営
業
日
以
内
か
ら
最
長
二
か
月
と

概
ね
七
営
業
日
以
内
に
緩
和
さ
れ
、
②
適
正
事
務
処
理

要
件（
改
ざ
ん
等
の
不
正
防
止
の
た
め
定
期
的
な
検
査

等
を
必
要
と
す
る
社
内
規
定
整
備
）
が
廃
止
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
ス
キ
ャ
ン
後
に
最
低
限
の
同
等
確
認
を
し

た
上
で
、
書
面
等
の
即
時
廃
棄
が
可
能
と
な
り
、
③
検

索
要
件（
ス
キ
ャ
ン
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
検
索
可
能
な
状

態
で
保
存
）
と
し
て
記
録
項
目
が「
取
引
年
月
日
・
取

引
金
額
・
取
引
先
」の
三
つ
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
三
に
つ
い
て
は
、
従
前
は
電
子
取
引
に
お
い

て
受
領
し
た
電
子
デ
ー
タ
を
書
面
等
と
し
て
出
力
し
、

こ
れ
を
保
存
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
改
正
に
よ
り
書
面
等
で
の
保
存
は
認
め
ら
れ

ず
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
上
で
デ
ー
タ
保
存
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
の
中
で
特
に
重
要
な
点
は
、
前
述
の
三

の
改
正
に
よ
り
全
て
書
面
等
で
保
存
し
て
お
け
ば
よ

い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
例
え
ば
、
電
子
メ
ー
ル

な
ど
で
注
文
書
・
請
求
書
等
の
や
り
取
り
を
し
て
い
る

場
合
は
今
回
の
改
正
に
よ
り
電

子
デ
ー
タ
で
の
保
存
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

押金秀男 広報部長

第9回 創立30周年記念 第9回 創立30周年記念 チャリティゴルフ大会チャリティゴルフ大会

　10 月 19 日（火）おおむらさきゴルフ倶楽部にて、第９
回創立 30 周年記念チャリティゴルフ大会が参加者 177
名で開催されました。
　今回の大会は、新型コロナウィルスの影響を考慮し、
懇親会を行わず、ハーフコンペの競技を行いました。
　雨天の予想でしたが、雨に降られることもなくプレー
を続けることができ、進行のトラブルもなく無事に終え
ることができました。
　皆様のご厚意によりチャリティ金として（20 万円）を
新型コロナウイルス感染症対策への支援として寄付さ
せて頂きます。ご協力ありがとうございました。
　次回は「美里ロイヤルゴルフ倶楽部」での開催となり、
第 10 回という記念大会となっております。皆様のご参
加を心よりお待ち申し上げております。
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練馬西税務署長座談会

近
江
八
幡
税
務
署
が
始
ま
り

髙
橋
会
長　

滋
賀
県
の
ご
出
身
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
署

長
は
何
歳
ま
で
滋
賀
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
？

市
川
署
長　

生
ま
れ
も
育
ち
も
滋
賀
県
で
あ
り
、
三
十
三
歳

ま
で
お
り
ま
し
た
。
結
婚
後
、
一
時
期
大
阪
に
住
ま
い
を
移
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
部
分
は
滋
賀
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
の
後
転
勤
に
よ
り
東
京
に
移
り
住
ん
だ
次
第
で
す
。

　

ま
た
最
初
に
配
属
に
な
っ
た
税
務
署
は
滋
賀
県
の
近
江
八

幡
税
務
署
で
す
。
近
江
八
幡
市
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
近

江
商
人
発
祥
の
地
で
す
。
五
十
人
に
満
た
な
い
小
規
模
の
税

務
署
で
し
た
が
そ
こ
が
税
務
人
生
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

髙
橋
会
長　

そ
う
で
す
か
。
署
長
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
よ
う

に
滋
賀
県
、
特
に
近
江
八
幡
は
商
人
の
町
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
商
人
の
町
で
税
務
署
に
入
ら
れ
た
と
い
う

の
は
何
か
き
っ
か
け
が
あ
り
ま
し
た
か
？

市
川
署
長　

わ
た
し
は
バ
ブ
ル
期
終
盤
で
あ
っ
た
平
成
二

年
四
月
に
こ
の
職
場
に
入
り
ま
し
た
。
就
職
と
い
う
も
の

を
意
識
し
始
め
た
の
は
大
学
三
年
生
の
冬
頃
か
ら
で
し
た

が
、
当
時
の
好
景
気
を
反
映
し
て
か
、
大
学
の
友
人
や
ゼ

ミ
の
仲
間
も
ほ
ぼ
す
べ
て
民
間
企
業
を
志
望
し
て
い
ま
し

た
。
私
も
も
ち
ろ
ん
そ
の
つ
も
り
で
い
ま
し
た
が
、
当
時
、

京
都
駅
前
に
あ
っ
た
書
店
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
、
た
ま
た

ま
税
務
職
員
の
志
望
者
向
け
に
書
か
れ
た『
税
の
G
メ
ン
』

練
馬
西
税
務
署
に
て
座
談
会  2021.9.6

（月

） 

　

と
い
う
本
を
手
に
と
っ
た
、
ま
さ
に
そ
れ
が
き
っ
か
け
で

す
。
そ
の
ま
ま
思
い
付
き
と
勢
い
で
勉
強
→
受
験
→
採
用

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
友
人
に
公
務
員（
国
税
専
門
官
）

に
な
る
と
言
う
と
び
っ
く
り
さ
れ
ま
し
た
。「
税
関
に
就
職

す
る
の
か
」
な
ん
て
言
わ
れ
ま
し
た
ね（
笑
）

髙
橋
会
長　

私
だ
と
査
察
官
か
な
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
。
で
も
人
生
っ
て
そ
ん
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

髙
橋
会
長　

近
江
八
幡
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
そ
の
土
地
の
中

で
、
地
元
は
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
な
ど
我
々

と
違
う
感
覚
で
思
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

市
川
署
長　

近
江
八
幡
も
含
め
滋
賀
県
は
何
も
な
か
っ
た

で
す
ね
。
琵
琶
湖
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か（
笑
）
た
だ
当
時
、

滋
賀
県
は
京
都
・
大
阪
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
急
速
に
開

発
が
進
ん
だ
ほ
か
、
京
阪
神
に
あ
っ
た
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
一
部
誘
致
な
ど
も
進
ん
で
い
ま
し
た
ね
。
地
元
の
特

産
品
と
し
て
は
、
近
江
牛
や
江
州
米（
近
江
米
）、
鮒
ず
し

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

髙
橋
会
長　

私
は
井
口
広
報
委
員
長
か
ら
署
長
の
ご
出
身
が

滋
賀
県
と
聞
い
て
、
彦
根
城
や「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
が
頭
に
浮

か
び
ま
し
た
。
全
国
的
に
か
な
り
有
名
で
す
よ
ね
。

東
京
で
の
ス
タ
ー
ト
は
世
田
谷
か
ら

井
口
広
報
委
員
長　

練
馬
の
地
の
印
象
と
練
馬
西
法
人
会
の

三
十
周
年
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

髙
橋
会
長　

署
長
さ
ん
は
三
十
年
前
と
い
い
ま
す
と
ど
う
で

し
た
か
？

市
川
署
長　

ち
ょ
う
ど
国
税
組
織
に
入
っ
て
、
近
江
八
幡

税
務
署
に
配
属
さ
れ
た
一
～
二
年
目
の
頃
で
す
ね
。

髙
橋
会
長　

三
十
年
間
生
活
を
振
り
返
り
ま
し
て
何
か
あ

り
ま
す
か
。

市
川
署
長　

近
江
八
幡
税
務
署
で
三
年
、
次
に
大
阪
の
茨

木
税
務
署
で
さ
ら
に
三
年
の
経
験
を
積
ん
だ
後
、
大
阪
国

税
局
に
四
年
勤
務
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
二
年
に

国
税
庁
に
異
動
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
最
初
は
家
族
を

残
し
て
単
身
赴
任
で
参
り
ま
し
た
。
世
田
谷
区
の
桜
新
町

に
あ
る
か
な
り
古
い
独
身
寮
に
入
り
ま
し
た
が
、
滋
賀
の

片
田
舎
か
ら
出
て
き
た
身
と
し
て
は
、
当
時
、
東
京
の
街

並
み
、
特
に
世
田
谷
区
に
は
強
烈
な
印
象
を
受
け
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
す
ご
い
街
に
来
た
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た（
笑
）
そ
こ
で
東
京
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
、
一
年
も
経

た
な
い
う
ち
に
家
族
を
呼
び
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
は
ず
っ

と
こ
ち
ら
で
す
。
家
族
共
々
完
全
に
東
京
に
根
を
張
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

練
馬
の
印
象

髙
橋
会
長　

練
馬
区
に
は
ど
う
い
う
印
象
を
持
た
れ
ま
し
た
か
。

市
川
署
長　

東
京
に
来
て
二
十
年
以
上
に
な
る
の
で
す
が
、

実
は
練
馬
区
は
未
踏
の
地
で
し
た
。
お
恥
ず
か
し
い
話
な
の

で
す
が
、
知
っ
て
い
る
こ
と
と
い
え
ば
関
越
自
動
車
道
を
利

用
す
る
際
に
通
る「
大
泉
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
」
く
ら
い
で
し
た
。

　

練
馬
西
税
務
署
に
赴
任
し
て
ま
ず
思
っ
た
の
は
、
①
非

常
に
閑
静
で
あ
る
こ
と
と
、
②
少
し
道
が
狭
い
と
感
じ
た

こ
と
で
す
ね
。
自
動
車
や
自
転
車
の
往
来
が
多
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
行
き
交
う
人
々
が
慣
れ
た
感
じ
で
通
行
し
て

お
ら
れ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
こ
は
夜
間
人
口
が
多
い
街
で
す
ね
。
駅
の
北
口

に
つ
い
て
は
詳
し
く
承
知
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
税
務
署
の

あ
る
南
口
で
は
、
朝
、
街
か
ら
駅
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い

る
人
は
大
勢
い
ま
す
が
、
駅
か
ら
街
に
向
か
っ
て
ス
ー
ツ

姿
で
歩
い
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
ま
せ
ん
。
も
し

か
し
た
ら
税
務
署
の
人
間
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね（
笑
）

髙
橋
会
長　

大
き
な
企
業
も
あ
り
ま
せ
ん
し
ね
。
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
住
宅
街
と
い
う
印
象
が
非
常
に
強
い
と
こ
ろ

で
す
。

　

そ
れ
に
法
人
会
は
東
と
西
に
二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
ち
ら
の
西
の
エ
リ
ア
は
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
が
遅
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
企
業
数
も
法
人
会
の
会
員
数
も
見
て

わ
か
る
よ
う
に
東
の
三
分
の
二
ぐ
ら
い
で
す
。
で
す
か
ら

ど
う
し
て
も
居
住
エ
リ
ア
と
い
う
か
住
宅
街
、
低
層
住
宅

が
多
い
土
地
柄
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。

市
川
署
長　

畑
も
よ
く
見
か
け
ま
す
ね
。
Ｊ
Ａ
の
直
売
所

が
多
い
こ
と
も
意
外
で
し
た
。

練馬西税務署にて、市川署長との
座談会を行いました。

写真 左から吉見聡司副署長、市川康樹税務署長、
髙橋利充練馬西法人会会長、井口博一広報委員長
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三
十
周
年
式
典
マ
ス
コ
ッ
ト
名
募
集

髙
橋
会
長　

法
人
会
は
今
年
三
十
周
年
に
な
り
ま
す
。
ち
ょ

う
ど
今
、
馬
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
を
募

集
し
て
お
り
ま
し
て
、
現
在
応
募
数
が
千
通
を
超
え
て
い

ま
す
。
か
な
り
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
年
内
に
い
い
名
前
を
決
め
て
令
和
四
年
の
三
十
周
年
記

念
式
典
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

市
川
署
長　

す
ご
い
応
募
数
で
す
ね
。
そ
れ
だ
け
皆
さ
ん

が
ご
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
発
表
が
楽
し
み
で
す
。

髙
橋
会
長　

こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
練
馬
西
法

人
会
三
十
周
年
の
旗
印
で
す
が
、
今
後
と
も
租
税
教
育
活

動
を
は
じ
め
、
当
会
の
実
施
す
る
各
種
事
業
で
利
用
し
て
い

く
予
定
で
す
。

市
川
署
長　

会
の
活
動
に
対
し
て
、
幅
広
い
階
層
の
方
に

親
し
み
や
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
だ
く
の
に
マ
ス
コ
ッ

ト
や
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
い
う
も
の
は
大
事
で
す

よ
ね
。
私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
活
字
が
好
き
な
タ
イ
プ

の
人
間
な
ん
で
す
。
端
折
ら
ず
、
き
ち
ん
と
字
で
書
い
て

意
味
を
伝
え
る
、
わ
か
っ
て
も
ら
う
、
こ
う
し
た
こ
と
を

大
事
に
し
た
い
タ
イ
プ
な
ん
で
す
が
、
こ
う
い
う
人
間
で

は
ダ
メ
な
ん
で
し
ょ
う
ね（
笑
）

髙
橋
会
長　

そ
れ
は
私
も
同
じ
で
す
。
今
回
の
企
画
も
若

い
人
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

市
川
署
長　

ま
ず
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
、
そ
し
て

関
心
を
持
っ
て
も
ら
わ
な
い
こ
と
に
は
何
も
始
ま
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

高
校
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
に
夢
中
で
し
た

井
口
広
報
委
員
長　

署
長
は
お
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
は
あ
り
ま

す
か
？

市
川
署
長　

小
・
中
学
校
時
代
、
約
十
年
間
、
町
の
警
察
道

場
で
ず
っ
と
剣
道
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
剣
道
は
典

型
的
な
個
人
競
技
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
何
か
団
体
競
技

が
や
り
た
く
て
高
校
で
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
り
ま
し
た
。
当

時
ラ
グ
ビ
ー
は
今
ほ
ど
メ
ジ
ャ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
正
月
の
花
園
で
の
高
校
選

手
権
や
国
立
競
技
場
で
の
大
学
選
手
権
は
活
況
で
し
た
ね
。

新
日
鉄
釜
石
の
松
尾
選
手
、
そ
の
後
は
神
戸
製
鋼
の
平
尾

選
手
や
大
八
木
選
手
が
活
躍
し
た
時
代
で
あ
り
、
そ
の
後

急
速
に
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
が
増
え
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し

た
。
先
だ
っ
て
日
本
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は

本
当
に
す
ご
か
っ
た
で
す
ね
。

髙
橋
会
長　

ラ
グ
ビ
ー
で
す
か
。
ま
た
ハ
ー
ド
な
ス
ポ
ー
ツ

を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。

市
川
署
長　

今
は
観
戦
す
る
だ
け
で
す
。
も
う
と
て
も
あ
ん

な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん（
笑
）

髙
橋
会
長　

松
尾
選
手
や
そ
れ
に
続
く
人
た
ち
が
頑
張
り
、

地
道
に
ラ
グ
ビ
ー
を
や
っ
て
き
た
方
々
が
礎
を
つ
く
り
、

最
終
的
に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
ベ
ス
ト
8
ま
で
い
っ
た
。

私
は
な
ぜ
あ
ん
な
痛
い
思
い
を
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

市
川
署
長　

怪
我
は
確
か
に
多
い
で
す
。
私
も
怪
我
ば
っ

か
り
し
て
い
ま
し
た
。

夫
婦
旅
行
が
楽
し
み

井
口
広
報
委
員
長　

趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方
な
ど
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
川
署
長　

今
は
マ
イ
カ
ー
を
利
用
し
て
妻
と
二
人
で
行

く
旅
行
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
。
二
人
の
子
供
が
大
学
生

に
な
っ
た
頃
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
時
間
を
持
つ
よ
う
に

な
り
、
妻
と
二
人
き
り
の
時
間
が
増
え
ま
し
た
。
今
ま
で

ず
っ
と
ほ
っ
た
ら
か
し
で
し
た
の
で
、
見
た
こ
と
の
な
い

土
地
に
行
っ
て
、
一
緒
に
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
な
が
ら

夫
婦
二
人
の
時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
遠

出
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
世
の
中
が
落
ち
着
い
た
ら
、
ま
た

二
人
で
せ
っ
せ
と
繰
り
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
口
広
報
委
員
長　

次
に
行
こ
う
と
決
め
て
い
た
場
所
は
あ

り
ま
す
か
。

市
川
署
長　

か
な
り
多
方
面
ま
で
遠
征
し
て
き
た
つ
も
り

な
ん
で
す
が
、
今
度
ま
と
ま
っ
た
休
み
が
取
れ
た
ら
秋
田
・

青
森
の
方
ま
で
足
を
延
ば
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
川
署
長　

美
味
し
い
も
の
の
話
で
恐
縮
で
す
が
、
約
二
十

年
前
に
東
京
に
出
て
き
た
と
き
に
、
魚
の
美
味
し
さ
に
驚

い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
や
は
り
築
地
を

抱
え
て
い
る
か
ら
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
特
に
お
刺
身
が
関

西
で
食
べ
る
も
の
と
は
違
い
ま
し
た
。
ひ
か
り
も
の
の
種

類
の
多
さ
も
そ
う
で
す
。
あ
と
肉
に
関
し
て
は
、
関
東
・
関

西
は
ト
ン
ト
ン
で
し
ょ
う
か（
笑
）

髙
橋
会
長　

そ
う
で
す
か
。
私
は
肉
は
絶
対（
関
西
方
面
が
）

美
味
し
い
と
思
い
ま
す
。

井
口
広
報
委
員
長　

近
江
牛
も
あ
り
ま
す
し
ね
。

髙
橋
会
長　

近
江
牛
も
あ
る
し
飛
騨
、
神
戸
、
松
阪
と
お
肉

の
産
地
を
幾
つ
も
抱
え
て
い
ま
す
よ
ね
。

市
川
署
長　

言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
う
で
す
ね
。（
し
つ
こ
い

で
す
が
）
こ
ち
ら
に
来
て
は
じ
め
て
食
べ
た「
サ
ン
マ
」

の
お
刺
身
は
本
当
に
美
味
し
か
っ
た
。
当
時
関
西
で
ひ
か

り
も
の
と
い
う
と「
ハ
マ
チ
」
く
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
。
京
都
の「
鱧（
は
も
）」は
美
味
し
い
で
す
が
、

高
価
で
滅
多
に
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん（
笑
）

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
言
葉

井
口
広
報
委
員
長　

署
長
も
髙
橋
会
長
も
団
体
の
リ
ー
ダ
ー

と
い
う
か
長
で
お
ら
れ
ま
す
。
職
員
の
方
に
声
を
か
け
る

時
、
会
長
で
あ
れ
ば
部
会
や
委
員
の
方
に
声
を
か
け
る
時

な
ど
訓
示
や
言
葉
で
大
切
に
な
さ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ

ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

市
川
署
長　

練
馬
西
税
務
署
に
着
任
し
た
際
に
、
職
員
の

皆
さ
ん
に
最
初
に
お
願
い
し
た
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
公
務
員
と
し
て
高
い
倫
理
観
を
持
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
、
政
府
や
公

務
員
に
対
し
て
国
民
か
ら
の
非
常
に
厳
し
い
視
線
が
向
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
や
善
良
な
納
税
者
の
信
頼
を
損
ね
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る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
二
十
四
時
間
公
務
員
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
ず
、
常
に
高
い
倫
理
観
を
保
持
し
て
職
務
等
に
当

た
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
常
に
世
の
中
の
状
況
を
注
視
し
て
、
寄
せ

て
い
た
だ
け
る
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、「
今
国
税
組
織

に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
や「
や
る
べ
き
こ
と
」
を
み

ん
な
で
考
え
て
、
知
恵
や
意
見
を
出
し
合
っ
て
そ
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
我
々

の
使
命
は「
適
正
・
公
平
な
課
税
・
徴
収
の
実
現
」
に
あ
り
、

そ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、「
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
何
か
」「
今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

は
何
か
」
を
考
え
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

三
つ
め
は
、
一
日
一
回
は（
マ
ス
ク
内
で
）
口
を
開
け
て

大
声
で
笑
お
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
マ
ス
ク
を
し
て
い
る

と
な
か
な
か
相
手
の
表
情
が
見
え
ま
せ
ん
し
、
感
染
対
策

の
観
点
か
ら
密
の
回
避
を
意
識
す
る
あ
ま
り
職
員
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
不
足
し
が
ち
で
す
。
税
務
署
内

に
あ
っ
て
も
昼
食
時
は
み
ん
な
が
自
分
の
机
に
向
か
い

黙
っ
て
食
事
を
し
て
い
る
な
ど
、
楽
し
い
は
ず
の
食
事
の

時
間
帯
が
実
は
一
番
静
か
な
ん
で
す
。
職
員
が
本
当
に
気

の
毒
で
、
こ
の
と
き
ほ
ど
コ
ロ
ナ
を
恨
ん
だ
こ
と
は
な
い

で
す（
笑
）
職
場
の
風
通
し
が
悪
い
と
良
い
仕
事
は
で
き

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
感
染
対
策
の
徹
底
は
大
事
で
す
。
そ

れ
を
担
保
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
、
そ
し
て
楽
し
い
こ
と
を
見
つ
け
て
笑
お
う
と
。
マ

ス
ク
の
内
側
で
口
を
開
け
て
遠
慮
な
く
笑
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
夜
寝
る
前
に「
今
日
は
口
を
開
け
て

笑
っ
た
か
な
」
と
思
い
だ
し
て
欲
し
い
。
そ
ん
な
こ
と
を

職
員
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

髙
橋
会
長　

法
人
会
と
い
う
組
織
は
、
会
社
組
織
等
と
違

い
皆
さ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
、
上
意
下
達
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
あ
ま
り

私
は
重
要
視
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
む

し
ろ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
意
思
疎
通
を
い
か
に
図

る
か
が
大
事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
親
睦
会
等
が
行
え
ず
非
常
に
悩
み
ま

す
が
各
支
部
長
さ
ん
に
食
事
は
で
き
な
い
ま
で
も
支
部
の

連
携
、
支
部
の
役
員
さ
ん
の
中
だ
け
で
も
連
携
を
と
っ
て

欲
し
い
と
話
を
し
て
い
ま
す
。
法
人
会
の
定
例
会
議
は
、

正
副
会
長
会
、
常
任
理
事
会
、
理
事
会
と
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
リ
ア
ル
の
会
議
で
感
染
対
策
に
気
を
つ

け
て
や
り
ま
し
ょ
う
と
あ
え
て
Z
O
O
M
を
使
わ
ず
に
や

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
部
長
さ
ん
と
支
部
担
当
の
副
会
長
さ
ん
と

私
と
三
人
で
三
者
会
議
を
去
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

支
部
長
さ
ん
が
何
を
困
っ
て
い
る
の
か
、
七
つ
あ
る
支

部
の
特
性
の
違
い
を
把
握
し
三
者
共
通
認
識
を
持
っ
て

対
策
に
あ
た
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
に
は
皆
さ
ん
会
社
の
社
長
さ
ん
で
す
の
で

会
議
で
は
、
で
き
る
限
り
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
け
る
場

を
つ
く
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
但
し
、
決
定
し
た
こ

と
は
、
皆
さ
ん
に
こ
う
し
て
く
だ
さ
い
と
指
示
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
心
が
け
て
お
り
ま
す
が
、
な
か
な
か

難
し
い
部
分
が
あ
り
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
と
い
う
の

が
感
想
で
す
ね
。

法
人
会
へ
の
期
待

井
口
広
報
委
員
長　

こ
れ
か
ら
先
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お

け
る
法
人
会
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
何
か
あ
り
ま
し
た
ら

お
願
い
し
ま
す
。

市
川
署
長　

法
人
会
は
、「
税
知
識
の
普
及
」
や
、「
適
正
・

公
平
な
申
告
納
税
制
度
の
維
持
・
発
展
と
税
務
行
政
の
円

滑
な
執
行
に
寄
与
す
る
」
な
ど
の
目
的
を
掲
げ
て
お
ら
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
目
的
な
ど
を
踏
ま
え
、
官
の
側
か
ら
見

た
民
の
お
立
場
の
中
に
あ
っ
て
、
税
と
い
う
も
の
に
関
し

て
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
走
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
し
て

税
務
署
が
舌
を
ま
く
よ
う
な
、
と
き
に
は
我
々
が
躊
躇
す

る
ほ
ど
の
ご
活
動
や
取
組
を
展
開
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
何
よ
り
我
々
を
叱
咤
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
以
前
の
署
長
さ
ん
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
変
化
が
な
い
で
す
ね
」「
今
回
の
税
制
改

正
の
●
●
は
何
を
意
図
さ
れ
た
も
の
で
す
か
」
な
ど
の
諫

言
や
厳
し
い
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

　
「
役
所
の
常
識

≒

世
間
の
非
常
識
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
あ
る
意
味
、的
を
射
て
い
る
面
も
あ
っ
て
、我
々

の
感
覚
は
世
の
中
の
も
の
に
追
い
つ
い
て
な
い
、
む
し

ろ
ズ
レ
て
い
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
意
見
交
換
等
を
通
じ
て
い
た

だ
い
た
お
考
え
や
ご
意
見
な
ど
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

必
要
に
応
じ
て
そ
れ
を
く
み
取
っ
て
行
政
な
ど
に
反
映

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
法
人
会

さ
ん
と
我
々
は
、
十
分
な
意
思
疎
通
等
に
担
保
さ
れ
た

良
い
意
味
で
の
緊
張
感
の
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
で
あ

り
た
い
、
私
は
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

井
口
広
報
委
員
長　

今
後
の
会
長
の
抱
負
と
三
十
周
年
に

向
け
て
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

髙
橋
会
長　

練
馬
西
法
人
会
は
今
、
大
き
な
転
換
期
に
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
環
境
の
変
化
、
社
会
経
済
の
変

化
に
伴
い
法
人
会
も
変
化
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
三
十
周
年
を
契
機
に
法
人
会
の
存
在
意
義
を
改
め

て
問
い
直
し
、
法
人
会
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
考
え

て
い
ま
す
。
環
境
の
変
化
、
社
会
経
済
の
変
化
を
改
め

て
問
い
直
し
、
法
人
会
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
、
何

を
す
べ
き
か
を
模
索
す
る
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
十
周
年
の
テ
ー
マ
は「
夢
の
あ
る
」「
記
憶
に
残
る
」「
次

世
代
に
繋
が
る
」
周
年
行
事
で
す
。
練
馬
西
法
人
会
会

員
が
一
致
団
結
し
、
練
馬
西
法
人
会
の
未
来
を
切
り
開

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

令和4年度 税制改正大綱
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表彰式・感謝状  お店紹介

　久保田食堂は石神井公園駅中央
改札口を出て右に進み、パークロー
ド石神井商店街に入ってすぐのとこ
ろです、商店街の中に目立たない石
神井公園MSPビルの３階にある隠
れ家的なお店です。野菜イタリアン
というネーミングだけあって、オー
ナーシェフの久保田さんはお野菜の
ことを熟知されていて、お野菜のそ
れぞれの美味しさを最大限に引き出
す味付けと調理法がなされていま
す。聞くと、店では神奈川県三浦に
ある無農薬野菜（虹色畑）と地元練
馬の新鮮野菜を使って、メニューは
その日の仕入れ状況や天候によっ
て決めているそうです。
　今日はランチAセット、メイン料理
に旬の野菜たっぷりのクリームパス
タを選びました。前菜のサラダには
オリジナルのドレッングがよく合い、
焼いた根菜や自家製のピクルスもの
せられ、風味豊かで身体が喜ぶ一皿
です。次に具沢山トマトの野菜スー

プと自家製の焼きたてのパンが運ば
れ、いずれも温かくて人をホッとさせ
る優しい味です。メインは三浦の葉
ニンジン、カブなどのお野菜とクリス
マス島の塩でマリネした自家製塩豚
のクリームパスタで、野菜イタリアン
のオリジナリティが表現された一皿
です。久保田シェフのお話によると、
日本人がどこか懐かしさを覚える
“うまみ”感じられるように昆布と
いった日本ならではの食材・調味料
を使用して野菜の出汁を作っていま
す。それが久保田食堂の隠し味だと
思いました。最後にこれも妥協しな
い食後のコーヒーを飲みながら、美
味しいランチを頂いた満足感に暫し
浸っていました…
　初めての“食レポ”で美味しさが
伝えられたか不安ですが、少しでも
ご興味ある方はぜひ久保田食堂の
ホームページやTwitterなどをチェッ
クしてみて下さい。

　こんにちは、法人会福利厚生制度の推進を担当している大同生命の牧 野
と申します。今月号では私が担当している石神井公園地区の美味しい店をご
紹介することとなりました。再開発によって、この人気な住宅地が一層美しく
便利になり、お洒落ながら寛げる美味しいレストランがあちらこちらに点在
しているのもこの街の魅力です。今回は心を満たす胃袋にやさしい、私の一
押しの野菜イタリアン―久保田食堂をご紹介致します。

お野菜の可能性と楽しさを感じ
て頂きたいです。特にディナー
は 80 種類のメニューをご用意し
ております。ご要望があれば、
できる限り対応致します。

久保田シェフから一言 代表者：久保田 孝一　
住　所：練馬区石神井町 3－19－14 石神井公園 MS ビル 3 階 B
アクセス：西武池袋線 石神井公園駅  中央改札口より徒歩 3 分  
電　話：03-6794-1573
ランチ：12：00 ～ 15：00（14:00ﾗｽﾄｵｰﾀﾞｰ）
ディナー：18：00 ～ 22：00（21:00ﾗｽﾄｵｰﾀﾞｰ）
定休日：火曜日
HP：http://kubotashokudo.com/

野菜イタリアン
『久保田食堂』

気楽に食べられるランチ

彩り豊かな前菜のサラダ

野菜たっぷりのクリームパスタ

具沢山トマトの野菜スープと
自家製焼きたてパン

紹介メニュー
「ランチAセット」

vol.2

店舗情報

ム   イェ

左：久保田オーナーシェフ 右：大同生命 牧 野 
ム イェ

挙
行
日  

令
和
三
年
度 

十
一
月
八
日（
月
）

次
の
方
々
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◎ 

練
馬
西
税
務
署
長
表
彰

 

受
彰
者
　

　  

理
事 

小
澤
　
伸
一  

殿

 

受
彰
者
　

　  

理
事 

山
下
　
嘉
正  

殿

◎ 

練
馬
西
税
務
署
長
感
謝
状

 

受
彰
者
　

 

常
任
理
事
　
　
瀧
島
　
　
彰  

殿

挙
行
日  

令
和
三
年
度 

十
一
月
四
日（
木
）　

次
の
方
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
税
務
功
労
）

 
  

受
彰
者
　

　 

副
会
長
　
　
　
井
口
　
昌
光 

殿 

挙
行
日  

令
和
三
年
度 

十
月
二
十
六
日（
火
）　 

次
の
方
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
  

受
彰
者
　

　   

会
長
　
　
　
髙
橋
　
利
充 

殿 

挙
行
日  
令
和
三
年
度 

十
月
一
日（
金
）　 

次
の
方
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
  

受
彰
者
　

　   

会
長
　
　
　
髙
橋
　
利
充 

殿 

挙
行
日  

令
和
三
年
度 

十
一
月
九
日（
火
）　 

次
の
方
が
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
  

受
彰
者
　

　 

副
会
長
　
　
　
丸
山
　
晶
子 

殿  

  

令
和
三
年
度 

納
税
表
彰
授
与

  

東
京
都
練
馬
都
税
事
務
所
長
感
謝
状

  

財
務
大
臣
表
彰
（
税
務
功
労
）

  
東
京
都
知
事
表
彰
（
税
務
功
労
）

  

練
馬
区
民
表
彰
（
商
工
業
功
労
）

財務大臣表彰授与式

納税表彰授与式



1819 練馬西法人会情報誌  第124号　特別号練馬西法人会情報誌  第124号　特別号

部会・委員会活動報告部会・委員会活動報告

部会・委員会活動報告　2021.8.24 〜 2021.12.12　

健康セミナー簿記研修会 開講式

拡大厚生連絡協議会 4支部 税務研修会 ウェビナー

役員合同研修会

税制税務委員会・源泉部会 合同研修会「年末調整講座」4支部 ファミリージョギング大会

源泉部会 開講式

日時 令和3年9月16日（木）
場所 勤労福祉会館
人数  15名

日時 令和3年8月24日（火）
場所 武蔵野企画事務所内
視聴者数 44名

日時　令和3年10月21日（木）
場所　勤労福祉会館
人数　45名

日時　令和3年11月2日（火）
場所　石神井公園区民交流センター
人数　35名

研修会の様子 井口副会長 閉会の挨拶

丸山委員長の挨拶

関町病院 丸山公 院長

大森厚生共益事業委員長の挨拶今井敏郎講師

大森委員長の挨拶

税務署長の講演

研修風景

オンライン開催の皆様

ストレッチの様子本橋公益事業委員長の挨拶

グループミーティング

駅前清掃に参加した 117 名の皆さん

受付風景 スタート風景

日時　令和3年10月29日（金）
場所　勤労福祉会館
人数　21名

日時　令和3年9月18日（土）
場所　練馬西法人会事務局
人数　15名

日時　令和3年11月3日（水）
場所　武蔵関公園
人数　211名

日時　令和3年9月13日（月）
場所　勤労福祉会館
人数　33名

3支部 Jazzの夕べ

日時／令和3年12月12日（日）　場所／イベントスペース リプル
人数／37名

青年部会 全国大会

女性部会 全国女性フォーラム

日時／令和3年11月17日（水）  場所／朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター
人数／3名

7支部 税務研修会

東京2020のパラリンピック代表岩渕幸洋様

式典会場の様子

東京2020のパラリンピック代表岩渕幸洋様

JAZZ の演奏風景

青年部会 献血大会

日時／令和3年11月11日（木） 場所／練馬西税務署 駐車場
人数／150人受付・128人採血

5支部 税務研修会

1支部 税務研修会公益事業委員会駅前清掃

簿記研修会 閉講式

日時／令和3年11月13日（土）　場所／練馬西法人会事務局
人数／15名

日時／令和3年11月24日（水）　場所／区立大泉町地域集会場
人数／35名

日時／令和3年12月3日（金）　場所／大泉南地区集会所
人数／38名

日時／令和3年11月26日（金）　場所／佐賀市文化会館
人数／6名

日時／令和3年12月10日（金）　場所／勤労福祉会館
人数／31名

日時　令和3年12月11日（土）
場所　石神井公園・上石神井・大泉学園・武蔵関の4駅前
人数　117名

簿記研修会 閉講式の様子

税務研修会に参加された皆さん 全国女性フォーラムに参加した皆さん

献血大会に参加した皆さん

税務研修会にて 全国大会に参加したメンバー

岩渕支部長の挨拶

坂口支部長の挨拶

吉見副署長の挨拶

浅井源泉部会長の挨拶
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税の漫画講座



　

戦せ
ん

国ご
く
さ
く策
に
あ
る
言
葉
で
、「
私
か
ら
は
じ
め
よ
」
と
い
う
意
で

あ
る
が
、今
で
は「
ま
ず
お
前
か
ら
始
め
よ
」と
い
う
意
味
に
使
っ

て
い
る
。
中
国
の
戦
国
時
代
、
燕え

ん

の
昭
王
は
政
務
に
励
み
、
人
材

を
集
め
る
の
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
、
宰
相
の
郭か

く

隗か
い

に
国
を

興
す
に
足
る
人
材
は
ど
う
や
っ
た
ら
集
め
ら
れ
る
か
を
尋
ね
る

と
、
隗
は「
昔
あ
る
君
公
が
千
金
を
も
っ
て
千
里
の
名
馬
を
求
め

よ
う
と
し
た
が
、
三
年
も
経
っ
て
も
手
に
入
ら
な
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
一
人
の
絹け

ん
じ
ん人（
宮
中
の
雑
用
係
）
が
、
私
に
命
じ
て
下
さ
い

と
千
金
を
手
に
名
馬
を
探
し
に
行
っ
た
が
、一
足
違
い
で
名
馬
は

死
ん
で
い
た
。
男
は
死
ん
だ
名
馬
の
骨
を
五
百
金
で
買
っ
て

戻
っ
て
き
た
。
君
公
が
怒
る
と
、
そ
の
絹
人
は
、
死
ん
だ
名
馬
の

骨
で
す
ら
買
う
ほ
ど
だ
か
ら
生
き
た
馬
は
高
く
買
っ
て
貰
え
る

と
名
馬
が
集
ま
っ
て
来
ま
す
と
答
え
た
。
結
果
、
一
年
の
う
ち
に

三
頭
も
の
名
馬
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
た
と
言
う
話
が
あ

り
ま
す
。
い
ま
王
が
優
秀
な
人
材
を
求
め
る
の
な
ら
、『
先
ず
隗

よ
り
始
め
よ
』
そ
う
す
れ
ば
私
の
よ
う
な
者
さ
え
優
遇
さ
れ
る

の
だ
か
ら
と
、優
秀
な
人
材
が
集
ま
っ
て
来
ま
す
よ
」と
答
え
た
。

昭
王
が
こ
の
言
に
従
う
と
、
こ
れ
が
諸
国
に
知
れ
渡
り
天
下
の

賢
才
が
燕
に
集
ま
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
大
き
な
こ
と
を
す
る
に
は「
ま
ず
手
近
の
こ
と
か

ら
始
め
よ
」と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
何
を
す
る
に
も「
ま
ず
自
分
か

ら
せ
よ
」と
い
う
こ
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
サ
ン
ト
リ
ー
創
業
者
の
鳥
井
信
治
郎
氏
は
、
こ

と
あ
る
ご
と
に「
や
っ
て
み
な
は
れ
」と
口
に
し
、
今
で
は
サ
ン
ト

リ
ー
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
な
っ
て
い
る
。「
や
っ
て
み
な
は

れ
」
と
始
め
た「
ビ
ー
ル
事
業
」
は
、
四
十
六
年
間
赤
字
が
続
き

「
プ
レ
ミ
ア
ム
モ
ル
ツ
」で
や
っ
と
黒
字
に
な
っ
た
。
現
社
長
の
五

代
目
新
浪
剛
史
氏
は
、
日
本
で
成
功
し
た「
ハ
イ
ボ
ー
ル
」
を
ア

メ
リ
カ
で
販
売
し
よ
う
と
し
た
が
、
買
収
し
た
米
国
ビ
ー
ム
社

は
聞
き
入
れ
ず
文
化
の
違
い
を
痛
感
し
た
。「
君
た
ち
は
何
故

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
し
な
い
の
か
」
と
生
産
者
同
士
で
交
流
を

深
め
、「
ハ
イ
ボ
ー
ル
」
の
取
扱
い
が
全
米
で
三
千
店
に
普
及
さ

せ
、
売
上
を
二
倍
に
し
た
。

　

新
浪
氏
の
言
葉
に「
需
要
を
作
る
と
い
う
こ
と
が
サ
ン
ト
リ
ー

の
命
」、
新
し
い
需
要（
も
の
）
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
。
法
人
会

の
需
要
と
は
何
か「
先
ず
は
隗
よ
り
始
め
よ
」か
な
。

	

副
会
長　

荒
井
秋
海

【 

先ま

ず
隗か

い

よ
り
始は

じ

め
よ 

】

故
事
名
言

（2022年1月4日現在）

法律相談 毎月第1金曜日 午後1時〜4時（30分単位）　　　　　　　　　　　  相談員：弁護士

税務相談 1月〜3月 毎週火曜日/4月〜12月 毎月第2火曜日 午後1時〜4時（30分単位） 相談員：税理士
●問い合わせ先 東京商工会議所練馬支部 練馬区練馬1-17-1 Coconeri 4階 区民・産業プラザ内  電話 3994-6521 FAX 3994-6589

※担保・保証人不要（保証協会の保証も不要）
※他に練馬区の利子補給 40％
※利用できる方：従業員20 名以下

（宿泊業・娯楽業を除く 商業・サービス業は5名以下）
※1 年以上事業を行っている方
※飲食業の設備資金も利用可能

◇本融資は商工会議所の推薦で日本政策金融公庫より事業資金として
　貸し出しされますが、審査の結果、ご希望に沿えないことがあります。
　（会員・非会員の方、問わず利用できます）

マル経融資のご案内  〜小規模事業者経営改善資金〜

融資限度額融資限度額    2,0002,000万円万円 利率 1.21％
返 済 期 間返 済 期 間   運転資金  7年以内運転資金  7年以内
　　　　 　 　　　　 　 設備資金10年以内設備資金10年以内

相談
無料

窓口窓口
専門相談専門相談
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今
年
の
税
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
一
、六
九
〇
名
の
中
学
生
が
参
加
し
、
四
十
五
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
練
馬
西
法
人
会
会
長
賞
に
、
練
馬
区
立
大
泉
北
中
学
校 

第
三
学
年 

小
池 

礼
乃
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
社
会
へ
の
関
心
を
持
ち
続
け
、
勉
強
に
運
動
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

税
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

私
が「
税
金
」
と
い
っ
て
一
番
に
思
い
つ
く
も
の
そ

れ
は「
消
費
税
」で
す
。
買
い
物
を
す
る
こ
と
で
、
中
学

生
の
私
が
税
金
を
負
担
す
る
消
費
者
と
な
る
の
で
す
。

　

消
費
税
は
、
商
品
・
製
品
の
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
な
ど
の
取
引
に
対
し
て
広
く
公
平
に
課
税
さ
れ
る

税
で
、
消
費
者
が
負
担
し
事
業
者
が
納
付
し
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
消
費
税
は
ど
う
し
て
導
入
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
一
つ
目
の
理
由
は
、
税
金
の
偏
り
を
解
消

す
る
た
め
で
す
。
当
時
の
日
本
の
税
収
の
多
く
は
所

得
税
が
占
め
て
い
て
、
所
得
が
高
い
人
ほ
ど
大
き
な

負
担
を
強
い
ら
れ
る
仕
組
み
だ
っ
た
た
め
に
不
公
平

感
を
生
み
出
し
て
い
ま
し
た
。
消
費
税
は
全
国
民
で

公
平
に
税
金
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
二
つ

目
の
理
由
は
、
物
品
税
の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め

で
す
。
物
品
税
と
は
、
消
費
税
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
存

在
し
て
い
た
税
金
で
、
特
定
の
ぜ
い
た
く
品
に
対
し
て

課
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
国
民
の
生
活
水
準
が

上
が
っ
て
き
た
の
で
、
ぜ
い
た
く
の
基
準
が
曖
昧
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
三
つ
目
の
理
由

は
、
高
齢
化
社
会
に
必
要
な
福
祉
の
財
源
を
確
保
す

る
た
め
で
す
。
現
在
の
日
本
は
、
少
子
高
齢
化
が
大
き

く
進
行
し
て
い
る
社
会
で
す
。
少
子
化
に
よ
っ
て
、
税

金
や
社
会
保
険
料
を
納
め
る
現
役
の
労
働
者
世
代
の

数
が
減
少
し
て
、国
の
収
入
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て

き
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
逆
に
高
齢
者
人
口
が
増
加

す
る
の
で
、
医
療
費
な
ど
の
社
会
保
障
費
が
増
え
続

け
る
の
で
す
。

　

日
本
で
は
一
九
八
九
年
の
消
費
税
法
で
導
入
さ
れ

四
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
消
費
税

率
は
三
％
で
す
。
そ
の
後
五
％
、
八
％
、
現
在
は「
軽
減

税
率
制
度
」
を
導
入
し
な
が
ら
十
％
で
す
。
国
民
の
生

活
に
配
慮
し
な
が
ら
、
消
費
税
は
十
％
ま
で
引
き
上

げ
ら
れ
た
の
で
す
。

　

な
ぜ
消
費
税
ば
か
り
が
増
税
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
確
か
に
所
得
税
や
法
人
税
中
心
の
増
税
を
行
う

こ
と
で
も
財
源
確
保
で
き
ま
す
が
、
現
役
世
代
の
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
高
齢
者
や
未
成

年
層
か
ら
も
徴
収
で
き
る
こ
と
が
、
社
会
保
障
費
確

保
の
現
実
的
な
手
段
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

今
後
の
社
会
で
は
、こ
の
十
％
の
消
費
税
と
い
か
に

上
手
に
付
き
合
う
か
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
消
費
税
が
私
た
ち
国
民
の
暮
ら
し
の
安
心
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
正
し
く
判
断
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

税
金
を
考
え
る
上
で
大
事
な
こ
と
は
、
誰
に
税
金

を
か
け
る
か
、
ど
う
や
っ
て
税
金
を
か
け
る
か
だ
と
思

い
ま
し
た
。「
消
費
税
、
次
は
い
つ
上
が
る
の
か
」
と
税

率
の
こ
と
で
負
担
ば
か
り
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
社
会
や
私
の
生
活
は
税
金
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。
日
本
の
財
源
が
確
保
さ
れ
な
く
な
る
こ

と
で
問
題
が
起
き
て
し
ま
っ
た
時
に
、
苦
労
を
す
る
の

は
、
私
た
ち
の
世
代
で
あ
る
の
で
す
。
今
回
、
消
費
税

に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
で
、
世
の
中
の
動
き
に
つ
い
て

も
学
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

今
ま
で
以
上
に
税
に
興
味
を
持
ち
勉
強
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

☆
公
益
社
団
法
人 

練
馬
西
法
人
会
会
長
賞

税
の
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

今
年
の
税
の
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
一
、六
八
六
名
の
中
学

生
が
参
加
し
、
応
募
作
品　

三
、二
三
八 
作
品
の
中
か
ら
練
馬

西
法
人
会
会
長
賞
に
練
馬
区
立
大
泉
北
中
学
校 

第
二
学
年　

長
坂
和
花
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

受
賞
し
た
標
語
は

「
税
金
は
思
っ
た
よ
り
も
簡
単
に
ス
マ
ホ
一
つ
で
速
納
税
」 

で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
事
務
局
）

編
集
後
記
　

　
三
十
周
年
特
別
号
の
発
行
に
際
し
、
広
報
委
員
会
の
皆
様
に

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
こ
の
特
別
号
が
公
益
社
団
法
人
練
馬
西
法
人
会
創
立
三
十

周
年
記
念
誌
と
成
っ
た
こ
と
は
広
報
誌
「
い
ず
み
」
と
し
て
も

大
変
喜
ば
し
い
事
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　

　
三
十
周
年
事
業
特
別
委
員
長
と
し
ま
し
て
、
皆
様
の
絶
大
な

協
力
、
応
援
を
頂
き
大
成
功
を
さ
せ
た
い
と
心
か
ら
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
ど
う
か
皆
様
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
か
ら
先
、
公
益
社
団
法
人
練
馬
西
法
人
会
の
新

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
式
典
で
新
し
い
名
前
を
頂
き
地
域
の
小
学

生
や
区
民
の
方
々
に
か
わ
い
が
ら
れ
愛
さ
れ
れ
ば
光
栄
で
す

の
で
ど
う
か
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
会
員
の
方
々
の
益
々
の
繁
栄
、
ご
健
勝
を
祈
念
し
て

編
集
後
記
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 

三
十
周
年
事
業
特
別
委
員
長
　
森
　
武
士

『
税
金
を
考
え
る
』

練
馬
区
立
大
泉
北
中
学
校 

第
三
学
年 

小
池　

礼
乃

　

当
会
顧
問
・
阿
部
財
智
殿（
第
七
代
会
長
）

に
は
、
去
る
令
和
三
年
十
月
十
五
日
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

　

阿
部
殿
は
豊
か
な
経
験
と
卓
越
し
た
指
導
力

に
よ
り
、
三
期
六
年
に
亘
り
当
法
人
会
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し
た
。
殊
に
平
成

二
十
四
年
一
般
社
団
法
人
か
ら
公
益
社
団
法
人

へ
の
移
行
認
可
に
際
し
て
は
、
先
頭
に
立
ち
当

法
人
会
の
基
礎
を
築
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃 報
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税に関する絵はがきコンクール入選作品

　

第第1010 回回 税に関する絵はがきコンクール 入選作品税に関する絵はがきコンクール 入選作品
【主催：公益社団法人 練馬西法人会 女性部会】

〜 参加校 20 校 合計 549 枚から選ばれました 〜
石神井小学校・石神井西小学校・石神井台小学校・上石神井小学校・上石神井北小学校・下石神井小学校・光和小学校・立野小学校・関町北小学校・大泉小学校・大泉第一小学校
・大泉第二小学校・大泉第三小学校・大泉第四小学校・大泉第六小学校・大泉東小学校・大泉南小学校・大泉北小学校・大泉学園緑小学校・大泉学園桜小学校

「暮らしと心豊かにするために」
石神井台小学校 6 年生

橋本 茉歩 さん

●練馬西法人会 女性部会長賞

「未来を支えるために」
光和小学校 6 年生
大戸 美和 さん

●練馬西法人会 会長賞

「みんなで支えるみんなの未来！！」
大泉第一小学校 6 年生

岩田 彩音 さん

●練馬西法人会 優秀賞

「未来へつなごう税金を」
光和小学校 6 年生
八方 玲緒 さん

●練馬西法人会 優秀賞

「みんなの税金を大切にしよう！」
関町北小学校 6 年生
豊岡 真唯 さん

●練馬西法人会 優秀賞

「税金で創る日本の未来」
石神井台小学校 6 年生

有働 紗季 さん

●練馬西法人会 優秀賞

「税金は、未来へつなぐ」
立野小学校 6 年生
遠藤 茉莉香さん

●
練
馬
西
税
務
署 

署
長
賞

「街の安全は税で出来ている」
光和小学校 6 年生
山田 心優 さん

●
練
馬
区 

区
長
賞

「税で支える豊かなくらし」
大泉南小学校 6 年生
髙橋 一颯 さん

●
練
馬
区
教
育
委
員
会 

教
育
長
賞

●東京都練馬都税事務所 所長賞

「みんなの税金が暮らしを守る」
上石神井小学校 6 年生

吉岡 佑起  さん

「みんなを支える税」
下石神井小学校 6 年生
富澤 夕莉子 さん

●
練
馬
区
議
会 

議
長
賞

「税をあつめて　　
　　　良いくらしへ」
下石神井小学校 6 年生

秋元 葵衣 さん

●
練
馬
西
法
人
会 

優
秀
賞

「暮らしを！カタチに」
関町北小学校 6 年生
清都 莉子 さん

●
練
馬
西
法
人
会 

優
秀
賞

「くらしを支える　　
　　　　みんなの税金」
大泉第一小学校 6 年生

山本 琢翔 さん

●
練
馬
西
法
人
会 

優
秀
賞

「一歩一歩を大切に。」
光和小学校 6 年生
松村 珠里 さん

●
練
馬
西
法
人
会 

優
秀
賞

「税があるから　　　　
　　今の暮らしがある」
大泉第四小学校 6 年生
小西 航太朗 さん

●
練
馬
西
法
人
会 

優
秀
賞

「大切な税金のために…」
大泉東小学校 6 年生
長沼 亜佐美 さん

●
練
馬
西
法
人
会 

優
秀
賞


